






論文は「薬師寺講堂弥勒三尊像」と題し、晩年に力を注いでいた THE LUCKY SEVENTH: 





































































践考古学の領域が加わることになった（View from the Trenches of Mitaka: Experiences in Japanese 





































































































Himiko and Japan’s Elusive Chiefdom of Yamatai: Archaeology, History, and Mythology (Honolulu: 







とした地位を築くにいたる「謎」を解こうとした試みであった。THE LUCKY SEVENTH: 













先生の最後の著書となった View from the Trenches of Mitaka: Experiences in Japanese Archaeology
はいわゆる自分史である。少年期から青春時代、そして ICUでの生活、発掘の裏話、夫人
23
と二人三脚で学問に励み、真摯に生きた姿は心を打つ。
余談になるが、書斎には専門の書籍のほか、隅に雑然と積まれた雑誌や新聞、カタログ類
の山があった。先生は野球や映画が好きだった。それは著書や論文には書かれることのなか
ったキダーさんという個人の別の一面を表すものだった。野球はヤンキース、映画はハリウ
ッドの黄金時代。数年前にクロスノアの家を訪ねた時、テレビで「カサブランカ」を見逃し
たと言って大変残念がっていた。この映画から話が弾み、夫人と婚約していた青春時代のデ
イトや教会のこと、ヨーロッパ戦線のことなどを語りながら、近隣を連れ歩いてくれた。私
は ICUの学生からはじまる 50年近い付き合いをしたわけだが、その間ずっと先生のこと
を、足元にも近づけない偉い学者であり、質素を旨とする敬虔なクリスチャンである人格者
として理想化していた。ところがこの偉大な学者にもかけがえのない青春があり、特に戦争
でいつ死ぬかも分からないという恐怖を感じた経験があったことをこの時にはじめて知って
身近で親しい存在に思えたのである。Dr. Kidderという呼び方は変えることはできなかった
のだが。
12.　おわりに
本稿はキダー先生の蔵書をめぐって、教え子のひとりとしての視点からその足跡をたどっ
たものである。先生は美術史・考古学の研究者として、日本ばかりでなく国際的に活躍する
一方、ICUで長年にわたり教育者として重責を果たした。その業績と影響力の大きさにあ
らためて驚きを覚えたのである。
蔵書はその人の研究の足跡、所属した分野の時代的な動きを知ることが出来る貴重な文化
財である。本稿で述べたように、キダー先生の蔵書については、量の多さに加え保存環境の
悪さ、アメリカの片田舎にある日本語の書籍であるという悪条件が重なり、最悪の場合は散
逸さえ危ぶまれる状況にある。それを防ぐには、しっかりとした「蔵書リスト」の作成がま
ず必要であろう。欲を言えばノートや写真を含めた総合的なアーカイブとなることがのぞま
しい。そのためには専門知識に加えて、多大な費用と時間を要する。先生を慕う教え子たち
を中心に、「蔵書リスト作成」の組織が作れないものだろうかと考えている。

